
(57)【要約】

【課題】　ＣＭＯＳ半導体装置において、反転領域対策

を、ＣＭＯＳ半導体装置の製造工程を変えないで実現す

ることを課題とする。

【解決手段】　境界領域４０については、ｐ形ウェル２

０３とｎ形ウェル２０２の境界５の部分の上に、第１層

酸化膜２０８とポリシリコン膜２１０－２ａと第３層酸

化膜２１４とが重なっており、この第３層酸化膜２１４

の上面に、ｎ形ウェル２０２から延在しているアルミニ

ウム配線２１６Ａが形成してある構造である。ｐ形ウェ

ル２０３及びｎ形ウェル２０２からアルミニウム配線８

までの離間距離はＬ２であり、従来の離間距離Ｌ１に比

べて長い。ポリシリコン膜２１０－２ａはゲートを形成

するために形成されたポリシリコン膜２１０－１の除去

されずに残された部分である。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 基 板 に 複 数 の 半 導 体 素 子 が 集 積 し て 形 成 し て あ り 、 該 基 板 を 覆 う 酸 化 膜 を 有 し 、 且 つ 、
該 酸 化 膜 の 上 面 に 金 属 配 線 を 有 す る 構 成 の 半 導 体 装 置 に お い て 、
　 該 基 板 に 形 成 さ れ て 隣 接 し て い る ｎ ウ ェ ル と ｐ ウ ェ ル と の 境 界 に 対 応 す る 部 分 に つ い て
は 、 前 記 半 導 体 素 子 を 形 成 す る 工 程 の 途 中 で 形 成 し た 膜 が 残 し て あ り 、
　 前 記 ｐ ウ ェ ル と 、 前 記 ｎ ウ ェ ル 側 か ら 出 て 延 在 し て 前 記 隣 接 し て い る ｎ ウ ェ ル と ｐ ウ ェ
ル と の 境 界 の 部 分 を 通 っ て い る 金 属 配 線 と の 間 に 、 前 記 酸 化 膜 と 前 記 残 さ れ た 膜 と を 有 す
る 構 成 と し た こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 半 導 体 装 置 に お い て 、
　 前 記 半 導 体 素 子 は Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ で あ り 、
　 前 記 残 さ れ た 膜 は 、 該 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ の ゲ ー ト を 形 成 す る た め に 前 記 基 板 の 全 面 に 形 成 さ れ た
ポ リ シ リ コ ン 膜 の う ち の 残 さ れ た ポ リ シ リ コ ン 膜 で あ る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 半 導 体 装 置 に お い て 、
　 前 記 半 導 体 素 子 は Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ で あ り 、
　 前 記 残 さ れ た 膜 は 、 該 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ の ゲ ー ト を 形 成 す る た め に 前 記 基 板 の 全 面 に 形 成 さ れ た
ポ リ シ リ コ ン 膜 の う ち の 残 さ れ た ポ リ シ リ コ ン 膜 と 、
　 該 ゲ ー ト の サ イ ド ウ ォ ー ル ス ペ ー サ を 形 成 す る た め に 前 記 基 板 の 全 面 に 形 成 さ れ て 別 の
酸 化 膜 の う ち の 残 さ れ た の 別 の 酸 化 膜 と よ り な り 、
　 残 さ れ た ポ リ シ リ コ ン 膜 と 該 残 さ れ た の 別 の 酸 化 膜 と が 重 な っ て い る 構 成 で あ る こ と を
特 徴 と す る 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 ｎ ウ ェ ル と ｐ ウ ェ ル と が 隣 接 し て 形 成 さ れ て い る 基 板 を 覆 う よ う に 酸 化 膜 を 形 成 す る 工
程 と 、
　 半 導 体 素 子 を 形 成 す る 工 程 の 途 中 で 前 記 酸 化 膜 の 全 面 を 覆 う よ う に 形 成 さ れ た 膜 の う ち
、 隣 接 し て い る ｎ ウ ェ ル と ｐ ウ ェ ル と の 境 界 に 対 応 す る 部 分 に つ い て は 、 残 す よ う に 処 理
す る 工 程 と 、
　 前 記 ｎ ウ ェ ル 側 か ら 出 て 延 在 し て 前 記 隣 接 し て い る ｎ ウ ェ ル と ｐ ウ ェ ル と の 境 界 の 部 分
を 通 る 金 属 配 線 を 形 成 す る 工 程 と よ り な る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 半 導 体 装 置 及 び そ の 製 造 方 法 に 係 り 、 特 に 、 Ｎ チ ャ ネ ル 型 Ｍ Ｏ Ｓ と Ｐ チ ャ ネ ル
型 Ｍ Ｏ Ｓ と が 隣 り 合 っ て 密 接 し て 配 置 し て い る 部 分 の 改 良 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 的 に 、 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ 半 導 体 装 置 は シ リ コ ン 基 板 に Ｎ チ ャ ネ ル 型 Ｍ Ｏ Ｓ と Ｐ チ ャ ネ ル 型 Ｍ
Ｏ Ｓ と が 隣 り 合 っ て 密 接 し て 配 置 し て 作 り 込 ん で 形 成 し て あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 ８ は 従 来 の Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ 半 導 体 装 置 １ の Ｎ チ ャ ネ ル 型 Ｍ Ｏ Ｓ ２ ０ と Ｐ チ ャ ネ ル 型 Ｍ Ｏ Ｓ ３
０ と が 隣 接 し て い る 境 界 の 部 分 を 示 す 。 ４ ０ は 境 界 領 域 で あ る 。 ２ は ｐ 形 の シ リ コ ン 基 板
、 ３ は ｐ 形 ウ ェ ル 、 ４ は ｎ 形 ウ ェ ル で あ る 。 ５ は ｐ 形 ウ ェ ル ３ と ｎ 形 ウ ェ ル ４ と の 境 界 で
あ る 。 ６ は 第 １ 層 酸 化 膜 で あ り 、 ７ は 第 ３ 層 酸 化 膜 で あ る 。 ８ は ア ル ミ ニ ウ ム 配 線 で あ り
、 ｎ ウ ェ ル ４ 側 か ら 出 て 延 在 し て 隣 接 し て い る ｎ ウ ェ ル ４ と ｐ ウ ェ ル ３ と の 境 界 の 部 分 に
沿 っ て お り 、 一 部 は 、 ｐ ウ ェ ル ３ の 上 側 に 張 り 出 て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ｎ 形 ウ ェ ル ４ は 境 界 領 域 ４ ０ の 隣 り の 部 位 が Ｖ ｄ ｄ に 接 続 し て あ り 、 ｐ 形 ウ ェ ル ３ は 境
界 領 域 ４ ０ の 隣 り の 部 位 が Ｇ ｎ ｄ に 接 続 し て あ り 、 こ の 境 界 領 域 ４ ０ は 反 転 領 域 １ ０ が 形
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成 さ れ 易 い 部 分 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 境 界 領 域 ４ ０ に つ い て は 、 ｐ 形 ウ ェ ル ３ と ｎ 形 ウ ェ ル ４ と の 境 界 ５ の 部 分 の 上 に 、 第 １
層 酸 化 膜 ６ と 第 ３ 層 酸 化 膜 ７ と が 重 な っ て お り 、 こ の 第 ３ 層 酸 化 膜 ７ の 上 面 に ア ル ミ ニ ウ
ム 配 線 ８ が 形 成 し て あ る 構 造 で あ る 。 ｐ 形 ウ ェ ル ３ 及 び ｎ 形 ウ ェ ル ４ か ら ア ル ミ ニ ウ ム 配
線 ８ ま で の 離 間 距 離 は Ｌ １ で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 離 間 距 離 Ｌ １ が 反 転 電 圧 を 決 定 す る 一 つ の 要 因 で あ る 。 反 転 電 圧 と は 、 ア ル ミ ニ ウ
ム 配 線 ８ に 印 加 す る 電 圧 を 上 昇 さ せ て い っ た 場 合 に 、 ア ル ミ ニ ウ ム 配 線 ８ か ら 発 生 す る 電
界 に よ っ て ｐ 形 ウ ェ ル ３ の う ち ア ル ミ ニ ウ ム 配 線 ８ の 真 下 に 当 る 部 分 に 電 子 が 集 ま っ て き
て 、 反 転 領 域 １ ０ が 形 成 さ れ る と き の 電 圧 で あ る 。 反 転 電 圧 が 高 い 程 、 反 転 領 域 が 形 成 さ
れ 難 く な る 。 な お 、 反 転 領 域 １ ０ は ｐ 形 ウ ェ ル ３ の う ち ア ル ミ ニ ウ ム 配 線 ８ の 真 下 に 当 る
部 分 、 即 ち 、 ｐ 形 ウ ェ ル ３ の う ち ｎ 形 ウ ェ ル ４ と の 境 界 の 近 傍 に 形 成 さ れ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － ５ ４ ５ ０ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ｐ 形 ウ ェ ル ３ の 端 の 部 分 に 反 転 領 域 １ ０ が 形 成 さ れ る と 、 反 転 領 域 １ ０ を 通 っ て Ｐ チ ャ
ネ ル 型 Ｍ Ｏ Ｓ ３ ０ か ら Ｎ チ ャ ネ ル 型 Ｍ Ｏ Ｓ ２ ０ へ 電 流 が 流 れ 、 こ れ が 原 因 で 、 Ｎ チ ャ ネ ル
型 Ｍ Ｏ Ｓ ２ ０ の Ｖ － Ｉ 特 性 が 、 図 ３ 中 、 本 来 の 線 Ｉ で 示 す 状 態 か ら 、 線 Ｉ Ａ で 示 す よ う に
シ フ ト し 特 性 が 低 下 し て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 近 年 、 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ 半 導 体 装 置 に お い て は 各 素 子 が 緻 密 に な っ て 集 積 度 も 更 に 高 く な る 傾 向
に あ る 。 こ の よ う に な る と 、 各 素 子 の レ イ ア ウ ト が 制 約 を 受 け て 、 ｎ ウ ェ ル 側 か ら 出 て 延
在 す る ア ル ミ ニ ウ ム 配 線 の う ち に は 、 ｎ ウ ェ ル と ｐ ウ ェ ル と の 境 界 の 部 分 に 沿 う も の が 多
く な る 傾 向 と な る 。 こ の こ と は 一 つ の 半 導 体 チ ッ プ の う ち に 形 成 さ れ る 可 能 性 の あ る 反 転
領 域 の 数 が 多 く な る こ と を 意 味 し 、 よ っ て 、 将 来 的 に 、 反 転 領 域 対 策 は 重 要 な 課 題 で あ る
。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 な お 、 反 転 電 圧 を 上 げ る た め の 構 造 は 、 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ 半 導 体 装 置 の 現 在 の 製 造 の 工 程 、 条 件
を 変 え な い で 達 成 で き る こ と が 重 要 で あ る 。 生 産 現 場 に お い て 、 反 転 電 圧 を 上 げ る た め だ
け に 、 製 造 の 工 程 、 条 件 を 変 え る こ と は 現 実 的 で な い か ら で あ る 。 よ っ て 、 前 記 の 例 に お
い て 、 反 転 電 圧 を 上 げ る た め に 、 第 １ 層 酸 化 膜 ６ と 第 ３ 層 酸 化 膜 ７ の 厚 さ を 厚 く す る こ と
も 考 え ら れ る け れ ど も 、 第 １ 層 酸 化 膜 ６ と 第 ３ 層 酸 化 膜 ７ の 厚 さ を 厚 く す る と 、 成 膜 の 条
件 及 び 成 膜 し た 酸 化 膜 を エ ッ チ ン グ す る た め の 条 件 等 を 設 定 し 直 す こ と が 必 要 と な り 、 解
決 手 段 と し て 好 ま し く な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 し た 半 導 体 装 置 及 び そ の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と を
目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 は 、 基 板 に 複 数 の 半 導 体 素 子 が 集 積 し て 形 成 し て あ り 、 該 基 板 を 覆 う 酸 化 膜 を 有
し 、 且 つ 、 該 酸 化 膜 の 上 面 に 金 属 配 線 を 有 す る 構 成 の 半 導 体 装 置 に お い て 、
　 該 基 板 に 形 成 さ れ て 隣 接 し て い る ｎ ウ ェ ル と ｐ ウ ェ ル と の 境 界 に 対 応 す る 部 分 に つ い て
は 、 前 記 半 導 体 素 子 を 形 成 す る 工 程 の 途 中 で 形 成 し た 膜 （ ２ １ ０ － ２ ａ ） が 残 し て あ り 、
　 前 記 ｐ ウ ェ ル と 、 前 記 ｎ ウ ェ ル 側 か ら 出 て 延 在 し て 前 記 隣 接 し て い る ｎ ウ ェ ル と ｐ ウ ェ
ル と の 境 界 の 部 分 を 通 っ て い る 金 属 配 線 と の 間 に 、 前 記 酸 化 膜 と 前 記 残 さ れ た 膜 と を 有 す
る 構 成 と し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
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　 本 発 明 に よ れ ば 、 半 導 体 装 置 の 製 造 設 備 を 変 え な い で 、 且 つ 、 各 工 程 の 作 業 の 条 件 も 変
更 し な い で 、 反 転 領 域 対 策 を 備 え た 構 造 を 実 現 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 次 に 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ （ Ａ ） ， （ Ｂ ） は 本 発 明 の 実 施 例 １ に な る Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ 半 導 体 装 置 １ Ａ の う ち 、 隣 接 し
て い る Ｎ チ ャ ネ ル 型 Ｍ Ｏ Ｓ ２ ０ と Ｐ チ ャ ネ ル 型 Ｍ Ｏ Ｓ ３ ０ と の 部 分 を 示 す 。 図 １ （ Ａ ） は
平 面 図 、 図 １ （ Ｂ ） は 同 図 （ Ａ ） 中 、 線 Ｉ Ｂ － Ｉ Ｂ に 沿 う 断 面 図 で あ る 。 図 ２ は Ｎ チ ャ ネ
ル 型 Ｍ Ｏ Ｓ ２ ０ と Ｐ チ ャ ネ ル 型 Ｍ Ｏ Ｓ ３ ０ と の 境 界 領 域 ４ ０ を 拡 大 し て 且 つ 簡 略 的 に 示 す
図 で あ り 、 図 ８ に 対 応 す る 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ｐ 形 の シ リ コ ン 基 板 ２ の 表 面 に は 、 多 数 の Ｎ チ ャ ネ ル 型 Ｍ Ｏ Ｓ ２ ０ と Ｐ チ ャ ネ ル 型 Ｍ Ｏ
Ｓ ３ ０ と が 密 接 し て 作 り 込 ま れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 境 界 領 域 ４ ０ に つ い て は 、 ｐ 形 ウ ェ ル ２ ０ ３ と ｎ 形 ウ ェ ル ２ ０ ２ の 境 界 ５ の 部 分 の 上 に
、 第 １ 層 酸 化 膜 ２ ０ ８ と ポ リ シ リ コ ン 膜 ２ １ ０ － ２ ａ と 第 ３ 層 酸 化 膜 ２ １ ４ と が 重 な っ て
お り 、 こ の 第 ３ 層 酸 化 膜 ２ １ ４ の 上 面 に 多 数 本 の ア ル ミ ニ ウ ム 配 線 ２ １ ６ が 形 成 し て あ る
構 造 で あ る 。 こ こ で 、 ｐ 形 ウ ェ ル ２ ０ ３ と ｎ 形 ウ ェ ル ２ ０ ２ の 境 界 ５ の 部 分 と は 、 境 界 ５
、 及 び ｎ 形 ウ ェ ル ２ ０ ２ の う ち 境 界 ５ に 沿 う 部 分 、 及 び ｐ 形 ウ ェ ル ２ ０ ３ の う ち 境 界 ５ に
沿 う 部 分 を 含 め た 帯 状 の 部 分 を い う 。 多 数 本 の ア ル ミ ニ ウ ム 配 線 ２ １ ６ の う ち ア ル ミ ニ ウ
ム 配 線 ２ １ ６ Ａ は 、 ｎ ウ ェ ル ２ ０ ２ 側 か ら 出 て 延 在 し て 隣 接 し て い る ｎ ウ ェ ル ２ ０ ２ と ｐ
ウ ェ ル ２ ０ ３ と の 境 界 の 部 分 を 通 っ て い る 。 図 １ （ Ａ ） 中 、 円 ４ １ で 囲 ん で 示 す 部 分 は 、
ア ル ミ ニ ウ ム 配 線 ２ １ ６ Ａ の う ち ｐ 形 ウ ェ ル ２ ０ ３ 上 に 張 り 出 し て い る 部 分 を 示 す 。 ｐ 形
ウ ェ ル ２ ０ ３ の う ち こ の 円 ４ １ で 囲 ん だ 部 分 に 対 応 す る 部 分 に 反 転 領 域 が 形 成 さ れ る 可 能
性 が あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ こ で 、 ポ リ シ リ コ ン 膜 ２ １ ０ － ２ ａ が 存 在 す る こ と に よ っ て 、 ｐ 形 ウ ェ ル ２ ０ ３ 及 び
ｎ 形 ウ ェ ル ２ ０ ２ か ら ア ル ミ ニ ウ ム 配 線 ２ １ ６ Ａ ま で の 離 間 距 離 は Ｌ ２ で あ り 、 図 ８ に 示
す 従 来 の Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ 半 導 体 装 置 １ の 離 間 距 離 Ｌ １ に 比 べ て 長 い 。 よ っ て 、 反 転 電 圧 は 従 来 に
比 較 し て 高 く 、 反 転 領 域 が 形 成 さ れ 難 く 、 Ｎ チ ャ ネ ル 型 Ｍ Ｏ Ｓ ２ ０ は 図 ３ 中 、 線 Ｉ で 示 す
本 来 の 特 性 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ポ リ シ リ コ ン 膜 ２ １ ０ － ２ ａ は Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ 半 導 体 装 置 １ Ａ を 製 造 す る 工 程 の 一 つ で シ リ コ
ン 基 板 ２ の 全 面 に 形 成 さ れ た ポ リ シ リ コ ン 膜 ２ １ ０ － １ の う ち 、 除 去 さ れ ず に 残 さ れ た も
の で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 次 に 、 上 記 構 造 の Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ 半 導 体 装 置 １ Ａ の 製 造 工 程 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ４ は Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ 半 導 体 装 置 １ Ａ の 製 造 工 程 図 で あ る 。 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ 半 導 体 装 置 １ Ａ は 、 酸 化
工 程 １ ０ １ か ら ｎ 形 ウ ェ ル 形 成 工 程 １ ０ ２ 、 ｐ 形 ウ ェ ル 形 成 工 程 １ ０ ３ 、 ｎ Ｃ ／ Ｓ （ ｎ Ｍ
Ｏ Ｓ チ ャ ネ ル ス ト ッ パ ー ） 形 成 工 程 １ ０ ４ 、 ｐ Ｃ ／ Ｓ （ ｐ Ｍ Ｏ Ｓ チ ャ ネ ル ス ト ッ パ ー ） 形
成 工 程 １ ０ ５ 、 窒 化 膜 形 成 工 程 １ ０ ６ 、 第 １ 層 酸 化 膜 形 成 工 程 １ ０ ８ 、 ゲ ー ト 酸 化 工 程 １
０ ９ 、 ゲ ー ト 形 成 工 程 １ １ ０ 、 Ｓ Ｗ Ｓ (Side Wall Spacer)形 成 工 程 １ １ １ 、 ｎ Ｓ ／ Ｄ （ ｎ
Ｍ Ｏ Ｓ ソ ー ス 、 ド レ イ ン ） 形 成 工 程 １ １ ２ 、 ｐ Ｓ ／ Ｄ （ ｐ Ｍ Ｏ Ｓ ソ ー ス 、 ド レ イ ン ） 形 成
工 程 １ １ ３ 、 第 ３ 層 酸 化 膜 形 成 工 程 １ １ ４ 、 電 極 用 孔 形 成 工 程 １ １ ５ 、 ア ル ミ ニ ウ ム 配 線
形 成 工 程 １ １ ６ を 経 て 、 窒 化 膜 形 成 工 程 １ １ ７ ま で の 工 程 を 経 て 製 造 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ゲ ー ト 形 成 工 程 １ １ ０ は 、 ポ リ シ リ コ ン 成 膜 工 程 １ １ ０ － １ と フ ォ ト エ ッ チ ン グ 工 程 １
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１ ０ － ２ と よ り な る 。 Ｓ Ｗ Ｓ 形 成 工 程 １ １ １ は 、 第 ２ 層 酸 化 膜 形 成 工 程 １ １ １ － １ と フ ォ
ト エ ッ チ ン グ 工 程 １ １ １ － ２ と よ り な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ５ （ Ａ ） は ポ リ シ リ コ ン 成 膜 工 程 １ １ ０ － １ が 完 了 し た と き の 状 態 を 示 す 。 図 ５ （ Ｂ
） は フ ォ ト エ ッ チ ン グ 工 程 １ １ ０ － ２ が 完 了 し た と き の 状 態 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ５ （ Ｃ ） は 第 ２ 層 酸 化 膜 形 成 工 程 １ １ １ － １ が 完 了 し た と き の 状 態 を 示 す 。 図 ５ （ Ｄ
） は フ ォ ト エ ッ チ ン グ 工 程 １ １ １ － ２ が 完 了 し た と き の 状 態 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ６ （ Ａ ） は 第 ３ 層 酸 化 膜 形 成 工 程 １ １ ４ が 完 了 し た と き の 状 態 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ６ （ Ｂ ） は ア ル ミ ニ ウ ム 配 線 形 成 工 程 １ １ ６ が 完 了 し た と き の 状 態 を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ５ 及 び 図 ６ に お い て 、 各 工 程 に よ っ て 形 成 さ れ た 部 分 は 、 ２ ０ ０ 番 台 の 符 号 で あ っ て
、 １ 番 台 及 び １ ０ 番 台 に つ い て は 工 程 を 示 す 符 号 と 同 じ 符 号 を 付 す 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 シ リ コ ン 基 板 ２ が 、 酸 化 工 程 １ ０ １ 、 ｎ 形 ウ ェ ル 形 成 工 程 １ ０ ２ 、 ｐ 形 ウ ェ ル 形 成 工 程
１ ０ ３ 、 ｎ Ｃ ／ Ｓ （ ｎ Ｍ Ｏ Ｓ チ ャ ネ ル ス ト ッ パ ー ） 形 成 工 程 １ ０ ４ 、 ｐ Ｃ ／ Ｓ （ ｐ Ｍ Ｏ Ｓ
チ ャ ネ ル ス ト ッ パ ー ） 形 成 工 程 １ ０ ５ 、 窒 化 膜 形 成 工 程 １ ０ ６ 、 第 １ 層 酸 化 膜 形 成 工 程 １
０ ８ 、 ゲ ー ト 酸 化 工 程 １ ０ ９ 、 ポ リ シ リ コ ン 成 膜 工 程 １ １ ０ － １ を 経 る と 、 図 ５ （ Ａ ） に
示 す 状 態 と な る 。 境 界 領 域 ４ ０ に つ い て は 、 ｎ 形 ウ ェ ル ２ ０ ２ と ｐ 形 ウ ェ ル ２ ０ ３ と の 境
界 ５ の 部 分 の 上 に 、 第 １ 層 酸 化 膜 ２ ０ ８ が 形 成 さ れ て い る 。 ポ リ シ リ コ ン 膜 ２ １ ０ － １ は
本 来 は ゲ ー ト を 作 る た め の も の で あ り 基 板 ２ の 全 面 に 形 成 し て あ る 。 ま た 、 こ の ポ リ シ リ
コ ン 膜 ２ １ ０ － １ に は 不 純 物 を 添 加 し な い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 次 の ポ リ シ リ コ ン 膜 ２ １ ０ － １ を エ ッ チ ン グ す る フ ォ ト エ ッ チ ン グ 工 程 １ １ ０ － ２ で は
、 従 来 と は 異 な る パ タ ー ン の マ ス ク 、 即 ち 、 第 １ 層 酸 化 膜 ２ ０ ８ 上 の ポ リ シ リ コ ン 膜 も 追
加 し て 残 す パ タ ー ン の マ ス ク を 用 い る 。 フ ォ ト エ ッ チ ン グ 工 程 １ １ ０ － ２ が 完 了 す る と 、
図 ５ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 ｎ 形 ウ ェ ル ２ ０ ２ と ｐ 形 ウ ェ ル ２ ０ ３ 上 に ポ リ シ リ コ ン 膜 ２ １
０ － ２ が 残 さ れ る と 共 に 、 第 １ 層 酸 化 膜 ２ ０ ８ 上 に ポ リ シ リ コ ン 膜 ２ １ ０ － ２ ａ が 残 さ れ
た 状 態 と な る 。 残 さ れ た ポ リ シ リ コ ン 膜 ２ １ ０ － ２ の 部 位 に ゲ ー ト が 形 成 さ れ る 。 残 さ れ
た ポ リ シ リ コ ン 膜 ２ １ ０ － ２ ａ は 前 記 の 離 間 距 離 Ｌ ２ を 稼 ぐ 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 次 い で 、 第 ２ 層 酸 化 膜 形 成 工 程 １ １ １ － １ が 行 わ れ 、 図 ５ （ Ｃ ） に 示 す よ う に 、 基 板 ２
の 全 面 に 第 ２ 層 酸 化 膜 ２ １ １ － １ が 形 成 さ れ る 。 こ の 第 ２ 層 酸 化 膜 ２ １ １ － １ は Ｓ Ｗ Ｓ を
形 成 す る た め に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 次 い で 、 フ ォ ト エ ッ チ ン グ 工 程 １ １ １ － ２ が 行 わ れ 、 図 ５ （ Ｄ ） に 示 す よ う に 、 ポ リ シ
リ コ ン 膜 ２ １ ０ － １ の 周 囲 と ポ リ シ リ コ ン 膜 ２ １ ０ － ２ ａ の 周 囲 と に だ け に 第 ２ 層 酸 化 膜
２ １ １ － ２ が 残 さ れ て Ｓ Ｗ Ｓ が 形 成 さ れ る 。 こ こ で 、 境 界 領 域 ４ ０ の 部 分 の 第 １ 層 酸 化 膜
２ ０ ８ の 上 面 は ポ リ シ リ コ ン 膜 ２ １ ０ － ２ ａ に よ っ て 覆 わ れ て い る た め 、 第 ２ 層 酸 化 膜 ２
１ １ － １ を フ ォ ト エ ッ チ ン グ し て 除 去 す る と き に 、 境 界 領 域 ４ ０ の 部 分 の 第 １ 層 酸 化 膜 ２
０ ８ の 上 面 が フ ォ ト エ ッ チ ン グ さ れ て し ま っ て 、 境 界 領 域 ４ ０ の 部 分 の 第 １ 層 酸 化 膜 ２ ０
８ が 無 用 に 薄 く な っ て し ま う こ と は 起 き な い 。 こ の こ と も 、 前 記 の 離 間 距 離 Ｌ ２ を 稼 ぐ よ
う に 作 用 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 次 い で 、 ｎ Ｓ ／ Ｄ （ ｎ Ｍ Ｏ Ｓ ソ ー ス 、 ド レ イ ン ） 形 成 工 程 １ １ ２ 、 ｐ Ｓ ／ Ｄ （ ｐ Ｍ Ｏ Ｓ
ソ ー ス 、 ド レ イ ン ） 形 成 工 程 １ １ ３ が 行 わ れ て 、 ｎ Ｓ ／ Ｄ （ ｎ Ｍ Ｏ Ｓ ソ ー ス 、 ド レ イ ン ）
２ １ ２ 及 び ｐ Ｓ ／ Ｄ ２ １ ３ （ ｐ Ｍ Ｏ Ｓ ソ ー ス 、 ド レ イ ン ） が 形 成 さ れ る （ 図 ６ （ Ａ ） 参 照
） 。
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【 ０ ０ ３ ２ 】
　 次 い で 、 第 ３ 層 酸 化 膜 形 成 工 程 １ １ ４ が 行 わ れ 、 図 ６ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 全 面 に 第 ３
層 酸 化 膜 ２ １ ４ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 次 い で 、 電 極 用 孔 形 成 工 程 １ １ ５ が な さ れ 第 ３ 層 酸 化 膜 ２ １ ４ に 孔 が 形 成 さ れ 、 更 に 、
ア ル ミ ニ ウ ム 配 線 形 成 工 程 １ １ ６ が 行 わ れ て 、 図 ６ （ Ｂ ） 示 す よ う に 、 ア ル ミ ニ ウ ム 配 線
２ １ ６ 、 ２ １ ６ Ａ 及 び バ ッ ク ゲ ー ト 電 極 ３ ０ ０ 、 ソ ー ス 電 極 ３ ０ １ 、 バ ッ ク ゲ ー ト 電 極 ３
０ ２ 、 ソ ー ス 電 極 ３ ０ ３ が 形 成 さ れ る 。 最 後 に 、 窒 化 膜 形 成 工 程 １ １ ７ が 行 わ れ て 、 窒 化
膜 が 形 成 さ れ 、 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ 半 導 体 装 置 １ Ａ が 完 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 上 記 の 工 程 １ ０ １ か ら 工 程 １ １ ７ は 、 工 程 １ １ ０ － ２ で 使 用 す る マ ス ク を 除 い て 、 図 ８
に 示 す 従 来 の Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ 半 導 体 装 置 １ を 製 造 す る 工 程 と 全 く 同 じ で あ る 。 よ っ て 、 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ
半 導 体 装 置 １ Ａ は 、 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ 半 導 体 装 置 １ を 製 造 す る 設 備 を 使 用 し 、 且 つ 、 各 設 備 の 設 定
条 件 も 変 え な い で 稼 動 さ せ て 製 造 す る こ と が 出 来 る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ７ は 本 発 明 の 実 施 例 ２ に な る Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ 半 導 体 装 置 １ Ｂ の う ち 、 隣 接 し て い る Ｎ チ ャ ネ
ル 型 Ｍ Ｏ Ｓ ２ ０ と Ｐ チ ャ ネ ル 型 Ｍ Ｏ Ｓ ３ ０ と の 部 分 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 １ に 示 す Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ 半 導 体 装 置 １ Ａ と 相 違 す る 点 は 、 ｐ 形 ウ ェ ル ２ ０ ３ と ｎ 形 ウ ェ ル ２
０ ２ と の 境 界 ５ の 部 分 と 、 ア ル ミ ニ ウ ム 配 線 ２ １ ６ Ａ と の 間 に 、 第 １ 層 酸 化 膜 ２ ０ ８ と ポ
リ シ リ コ ン 膜 ２ １ ０ － ２ ａ と 第 ３ 層 酸 化 膜 ２ １ ４ に 加 え て 、 第 ２ 層 酸 化 膜 ２ １ １ － ２ ａ が
加 わ っ て い る 点 で あ る 。 こ の 第 ２ 層 酸 化 膜 ２ １ １ － ２ ａ は 、 第 ２ 層 酸 化 膜 ２ １ １ － １ の 一
部 で あ っ て 除 去 さ れ ず に 残 さ れ た も の で あ り 、 ポ リ シ リ コ ン 膜 ２ １ ０ － ２ ａ の 上 面 に 形 成
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ｐ 形 ウ ェ ル ３ 及 び ｎ 形 ウ ェ ル ４ か ら ア ル ミ ニ ウ ム 配 線 ２ １ ６ Ａ ま で の 離 間 距 離 は Ｌ ３ で
あ り 、 図 １ に 示 す Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ 半 導 体 装 置 １ Ａ に お け る 離 間 距 離 Ｌ ２ よ り も 長 く 、 反 転 電 圧 は
更 に 高 く な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ に な る Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ 半 導 体 装 置 を 示 す 図 で あ り 、 （ Ａ ） は 平 面 図 、
（ Ｂ ） は 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 Ｎ チ ャ ネ ル 型 Ｍ Ｏ Ｓ と Ｐ チ ャ ネ ル 型 Ｍ Ｏ Ｓ と の 境 界 領 域 を 拡 大 し て 且 つ 簡 略 的 に
示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 Ｎ チ ャ ネ ル 型 Ｍ Ｏ Ｓ の 特 性 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ の 半 導 体 装 置 の 製 造 の 工 程 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ 中 、 特 定 の 工 程 完 了 後 の 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ４ 中 、 特 定 の 工 程 完 了 後 の 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 例 ２ に な る Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ 半 導 体 装 置 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 従 来 の Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ 半 導 体 装 置 の 一 部 を 拡 大 し て 且 つ 簡 略 的 に 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 １ Ａ ， １ Ｂ 　 Ｃ Ｍ Ｏ Ｓ 半 導 体 装 置
　 ５ 　 境 界
　 ２ ０ 　 Ｎ チ ャ ネ ル 型 Ｍ Ｏ Ｓ
　 ３ ０ 　 Ｐ チ ャ ネ ル 型 Ｍ Ｏ Ｓ
　 ４ ０ 　 境 界 領 域
　 ２ ０ ２ 　 ｎ 形 ウ ェ ル
　 ２ ０ ３ 　 ｐ 形 ウ ェ ル
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　 ２ ０ ８ 　 第 １ 層 酸 化 膜
　 ２ １ ０ － ２ ａ 　 残 さ れ た ポ リ シ リ コ ン 膜
　 ２ １ １ － ２ ａ 　 残 さ れ た 第 ２ 層 酸 化 膜
　 ２ １ ４ 　 第 ３ 層 酸 化 膜
　 ２ １ ６ Ａ 、 ２ １ ６ 　 ア ル ミ ニ ウ ム 配 線
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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